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1998/99のインフルエンザシーズンは、施設の集団感染による死亡があい

ついでマスコミ報道されました。平成11年2月に、私たちも管内の精神病院に

おける十数名の死亡事例の疫学調査を経験しました。発生した施設が精神病院

であったため、患者の人権侵害の視点でとりあげるマスコミもありました。私

たちは、それですべてが説明できないことはわかりましたが、多くの死亡者が

発生した原因を早期に説得力を持って明らかにすることができませんでした。

インフルエンザは突然の高熱で発症し、咳嗽や鼻汁などの呼吸器症状の他

に全身倦怠感、頭痛、筋肉痛などの全身症状を伴うことから、いわゆる普通感

冒とは区別されています。確定診断は、気道分泌物からのウイルスの分離、お

よび、急性期と回復期の２ポイントにおけるインフルエンザウイルスに対する

抗体価上昇の証明とされています。また、Ａ型に関しては迅速の診断キットが

市販されるようになりました（1999年1月より）。これらの中では、抗体価の

測定は保険適用になっていますが、臨床の場では、発病の１～２週間後となる

回復期の抗体価測定は現実的ではありません。そのため、我が国ではインフル

エンザの診断は臨床所見中心となっており、客観的な検査所見にもとづくイン

フルエンザ発病患者の確定は困難な状況にあります。

しかし、今回、インフルエンザの施設内流行で十数名の死亡者が発生した

という事実は重く、できるかぎりの原因究明を試みることは私たちの責務であ

ると考え、引き続いて多方面からの分析を行ってきました。その結果、病院に

おける超過死亡はインフルエンザ感染、耐性菌による院内感染、その細菌が産

生する毒素によるトキシックショック症候群、の三者が相互に絡み合ったため

の不幸な結果ではないかと考えました。学問的にはデータ不足の感は否めず推

測の部分が多くなっておりますが、医師・看護婦からの聴き取りや文献的考察

も合わせ総合的に判断しました。

また、調査結果から今回の事例は、ある特別な精神病院だから起こったの

ではなく、全国の精神病院や老人ホーム、老人病院、障害者施設など長期に虚

弱者等を収容する施設では起こりえると考えられました。これらは、その施設

の性格・目的は異なっても入所者にとっては生活の場に近く、長期的な入所者

が多くなっています。現在、我が国では、介護保険制度の導入にむけて高齢者

の施設整備が急ピッチで進んでいます。今後は、施設内感染防止対策は、病院

以外の施設においても、その必要性は高まってくるように思われました。
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